
「－豊中市のGIS－」

自治体におけるGISの取り組み

豊中市 情報政策室
喜多 賢一

今日のトピック

• 豊中市のGIS

– 整備の経過

– 豊中市の考える統合型GIS

– 事例紹介

– その他



GIS整備の経過

• 1991年（平成3年） 道路台帳システム構想計画立案
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GIS導入の経緯

• 目的と方針

– 全庁で共有できる「基本図」を作る

– 基本図上に各種業務用の情報を重ねて利用する

• 業務分析

– 各業務で利用されている地図の調査

• 用途

• 地図情報の必要項目（地図の地物）

• 属性情報の必要項目（データベース）
– 対象部局

• 土木部

• 財務部（固定資産税）

• 下水道部

• 都市計画

• 消防本部 他

公益企業（大阪ガス）
との連携

府道・国道事務所との
連携



GIS整備の経過

• 1996年 道路台帳システム稼働

• 1997年 基本図構築完了

• 1998年 基本図を情報政策室に移管

都市情報システム部会発足

• 1999年 庁内WEB‐GIS構築

• 2000年 インターネット「とよなかわがまち」

GIS整備の経過



GIS整備の経過

• 1996年 道路台帳システム稼働

• 1997年 基本図構築完了

• 1998年 基本図を情報政策室に移管

都市情報システム部会発足

• 1999年 庁内WEB‐GIS構築

• 2000年 インターネット「とよなかわがまち」

• 2013年現在

– 庁内には約１３の個別GIS １７部局で利用中

– 庁内PC ArｃGISが利用可能（同時７ライセンス）

統合型GIS

「地方公共団体が利用する地図データのうち、複数の部局
が利用するデータ（道路、街区、建物、河川、課税データな
ど）を各部局が共有できる形で整備し、利用していく庁内
横断的なシステムである。統合型GISを導入することにより

、データの重複整備を防ぎ、各部署の情報交換を迅速に
し、行政の効率化と住民サービスの向上、費用対効果を
図ることができる。統合型GISでは、地図データを共有する
ため、地図データさえ読み込めれば、GISエンジンは全て
の部署で同じエンジンを使う必要はない。なぜなら、地図

データがシェープファイルなど業界標準のフォーマットで保
存されていれば、標準的なGISエンジンであれば簡単にデ

ータを読み込むことができるからである」

出典Wikipedia

豊中市



豊中市の考える統合型GIS

• 基本図 （データ）

• 使いやすいシステム

（ソフトウエア・ハードウエア）

• 継続できる仕組みづくり （人）

• 業務の効率化 （成果）

• 市民サービス向上 （成果）

ルール

基本図を利用する

重ねてもズレない
重複整備の防止

一回つくったデー
タは、使いまわす

誰でもつかえる

楽

データについて

• 基本図



データについて

• 基本図の更新 －毎年更新

• 情報政策室で一元管理
– 各課システム担当へ配布

– 庁内PCにプリセットして配布

– ファイルサーバーからダウンロード可能

– ArcGISのレイヤーファイルとして参照可能

– イントラおよびインターネットでの公開

• 町丁目・街区

• 住所ポイント

• 検索用目標物

道路台帳

筆界・地番 家屋 航空写真

その他の地物

固定資産税課

道路管理課

情報政策室

様々な方法で
提供



データの共有

公園台帳
道路台帳システ

ム
境界点・線など

市民課 固定資産税課
地番

消防 目標物



データの共有

建築関係情報システムは、都市計画推進部 建築審査課・
開発審査課・都市計画室・監察課等で同じシステムを利用

使いやすいシステム

• 業務用システム
– GISを知らなくても利用できる

– 目的をはっきりさせて、シンプルに作る

– サーバー（データベース、ファイル）

の集約

– セキュリティ（ロールとアクセス権）

• 庁内全体
– すぐに使える環境の提供（主題図とデータセットの提供）

– 検索ツールの提供（最新の住居表示ポイント、地番）

– 便利なツールの提供（印刷、変換等）

– 開発環境の提供（Developer Tool）

– ゼンリン住宅地図の提供（予定）

GISは業務のための道具

目的ではない

業務全体が見渡せる人

情報部門は、調整と
技術的お手伝い

縁の下でGISを支える

一般利用者、

使いにくい
難しい



すぐに使えるデータ

学校区や
地番

最新の住所ポイントデータ

庁内GIS普及への取り組み

庁内GIS普及への取り組み

最新のデータを利用して欲しくて、
住所・地番検索機能も手作りしてみました。



継続できる仕組み

• 人

– もっとも大きな課題

– GISの多くが人に依存

– GISは、業務内容・システム・データ等 前提とな

る知識が多すぎる

→ 継承が困難 かつ 資料化も困難

業務を通じた人から人への情報の伝達

庁内でGISについての組織をつくる

適切な評価

業務の効率化

• データの提供により業務は効率化できる
– インターネットGIS等による情報提供により窓口業

務の負担は軽減される

– 都市計画図、地番参考図、基準点、下水道台帳
等 （インターネットで提供中）

– 窓口検索システムの導入等

• 建築関係情報システム（確認申請データの検索）

• 下水道管理課（下水道台帳閲覧システム）等

– 都市計画室
• 都市計画基本図（2500） インターネットで提供中



市民サービスの向上

• 即対応できる

• 地図を目で見て確認できるので、どの職員が
対応しても、周辺で何があったか（履歴）が確
認でき、サービスの質が向上する

成果があってこその
GIS

最近の事例

• ２５００・１００００の地形図を作成し、インター
ネットで提供（元データは、５００の地形図）

• 都市計画縦覧図を職員が手作り

• とよなかわがまち（インターネットGIS）で地番
参考図の提供を開始 平成23年

• 市民課 住居表示業務のマスターデータを紙
（新旧対象図）からにGISのシステムに移行



都市計画基本図2500

都市計画基本図２５００

• 縮尺レベル５００のデータをもとに、図式分類の項目
を抽出して擬似的に2500・10000を作成



都市計画基本図2500

無料でDLできるので、窓口の売上がほとんど０円になってます。

都市計画基本図２５００

豊中市役所HPで都市計画室のページ＞

地形図ダウンロード

http://www.city.toyonaka.o
saka.jp/top/bousai/toshikeik

aku/tikeizu.html



都市計画縦覧図

縮尺レベル2500の基本図 + 近隣市のデータ の整備により
都市計画縦覧図を作成 （都市計画室の職員が自力で作成 毎年更新可能）

地番参考図（インターネット）

不動産関係の方に好評です。



市民課住居表示システム

• 課題

– 紙地図の劣化

– 一枚の紙地図 いつまで使うの？

– GISは導入されていたが、新築届け受付機能しか

なく、住所データは年々劣化

– 情報政策室

住所ポイントは、重要な基礎データ

市民課住居表示システム再構築

• 市民課 住居表示システムの再構築
– 紙地図で住居表示を管理 （昭和40年前後から使用）



住居表示台帳管理システム
• １）住居表示付番／廃止業務の流れを分析し、最適なメニュとする

• ２）誤りの可能性がある付番のチェック機能を強化する

• ３）住居表示確認の問い合わせに迅速に対応できるよう、照会機能を強

化する

• ４）過去の一時点の新旧対照図を再現する機能を追加する

• ５）現存しないデータをバッチ的にチェックする機能を追加する

• ６）簡単に操作ができるよう、操作支援機能を強化する

• ７）新しいＯＳに対応する

• ８）複数ユーザからのデータ参照・更新に対応する

• 3.2. 住居表示証明システムの設計方針

• １）新しいＯＳに対応する

• ２）複数ユーザからのデータ

参照・更新に対応する

• 将来 WEBへの対応

紙地図からGIS管理への移行

課題の整理
開発方針・方向付け

データ整理

住居表示台帳管理システム

– 課題１

紙地図で住居表示を管理 （昭和40年前後から使用）



住居表示台帳管理システム

住所ポイントデータの比較

建替え後も過去の
データが残ってい
て、最新データが

わからない

課題２

▲整備前住所ポイント ★整備後住所ポイント

紙の新旧対象図が必要だった

住居表示台帳管理システム



住居表示台帳管理システム

住居表示台帳管理システム



住居表示台帳管理システム



住居表示台帳管理システム

住居表示台帳管理システム



住居表示台帳管理システム

住居表示台帳管理システム



住居表示台帳管理システム

住居表示台帳管理システム
受付番号・住所・地図上のデータ・日付等で検索可能 届出時点の地図に切替できる。



住居表示台帳管理システム

住居表示台帳管理システム



住所ポイントデータの利用
平成22年度 国勢調査

単位区別世帯数

住居表示ポイントデータの利用

小学校

関西電力

病院



基礎データの整備で広がる応用
平成２３年１１月時点 登録世帯数177,096 と 住所ポイントの

マッチング率 98.2％ （173,922世帯）

住民基本台帳との
連携が可能

↓
災害時

罹災証明書発行

職員の作った地図 市立図書館



豊中市の統合型GIS 「人材」

• 一般的ユーザーによる地図作成

– 健康福祉部

– 読書振興課（図書館）

– コミニティ政策室

– 教育委員会

– 高齢施策課 他



終わり
ご清聴いただき、

ありがとうございました。


